
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

④市内の食品、食料品の偽装の実態について 

～アレルギー対応への実害はないのか？～ 
偽装食品、偽装商品の報道が相次ぐ中、学校や 

保育所の給食、市立豊中病院の患者食、病院や 

市庁舎の食堂などの食材のチェックは厳正に   

行われているのか？ 

市内業者が提供している食品や食料品についての

チェック体制はどのようになっているのか？ 

様々な食品添加物を混ぜて作られる成形肉は、 

アレルギー物質が含まれているが、そういった  

食材の取り扱いはどのようにしているのか？ 
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今年も 

残りあとわずか

ですね。 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

③共同企業体制度による入札の効果について 

～特定業者の優遇、税金の無駄遣いでは？～ 
市は今年から市内業者の技術力の向上や受注  

機会の確保のため、共同企業体制度を拡充した。

しかし、結果的には一部の業者だけが受注したり、

入札価格が高止まりするなど、事業効果や費用対

効果が疑わしい。今年の共同企業体制度による 

入札の実績と評価について市はどのように考えて

いるのか？ 
 

（注）共同企業体制度とは 

一定額を超える工事を発注する際、原則として市外

業者と市内業者による共同企業体に発注する制度 

①妊婦への子育て支援に対する市の考え方について～市の意識、認識も低すぎる！！～ 
今年４月に施行された『豊中市子ども健やか育み条例』では１８歳未満の人を子どもと定義しているが、    

胎児はどのような位置づけになっているのか？ 

市は仕事と家庭の両立を図れるための雇用環境の整備を事業者に求めているが、市は妊娠した女性が   

仕事と家庭の両立が図れるためにどのような環境整備や支援、制度づくりをしてきたのか？ 

市は男女共同参画を推進するとしながら、「妊婦や母親が休職することや欠勤、早退、遅刻をすることは  

仕方ない（容易なこと）」と認識している職員が少なからずいたり、母親と父親向けの講座の開催時間帯や 

曜日に差異があったり、男性職員の育児休業取得率が極めて低かったりと、組織全体及び個々の職員の 

意識や認識が非常に低いのではないか？ 
 

②母子健康手帳の交付について～妊婦の視点やニーズが全く反映されていない！！～ 

市は保護者、事業者と連携して子育ち・子育ての支援に関する施策の推進に取り組むことが市の役割として

いるが、なぜ、医療機関と連携・協力して母子健康手帳の交付を行おうとしないのか？なぜ、医療機関で  

妊娠の診断を受けた後、わざわざ保健センターまで出向く手間を強いるのか？ 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス 

young_spiritjp@yahoo.co.jp 



 
 
 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

豊中市議会 １２月定例会の予定 

   ◆本会議（初日） １１月２８日（木） 午後１時から 

   ◆各常任委員会 午前１０時から 

        １２月４日（水）～６日（金） ９日（月）  

   ◆本会議（個人質問） 午前１０時から 

        １２月１８日（水）、１９日（木）、２０日（金）  

 ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

地震、台風、集中豪雨などの大規模災害が発生した際、どのような行動をとればよいか、ご自身の確認や 

ご家族で共通認識は出来ていますか？常に備蓄はされていますか？避難場所や経路はご存知ですか？

災害時の初期対応は自助：共助：公助＝７：２：１と言われ、出来る限り、自分の命は自分で守る必要が 

あり、一人一人が豊富な知識と備えによって災害に対処できるようにしておくことはとても大切です。 

～緊急地震速報を活用しよう！！～ 
２００７年１０月から地震発生時に、強い揺れの情報を事前に

知らせる「緊急地震速報」が開始されました。 
 

【緊急地震速報を見聞きした場合の対処法】 
・家庭内…頭を保護、机などの下に隠れる。 

・電車・バス内…つり革、手すりにしっかりつかまる。 

・自動車走行中…慌ててブレーキをかけず、ハザードランプを

点灯し左側にゆっくり停車する。 

・集客施設…係員の指示に従い、慌てて出口に走り出さない。 

・屋外…ブロック塀の倒壊や看板・ガラスの落下に注意する。 

・エレベーター内…最寄りの階で停止させすぐに降りる。 

～風水害への対策は！？～ 
①浸水が始まらないうちに早めに避難 
（避難時の注意事項） 

・特に高齢者や障がい者、子どもは早めの避難が重要。 

・動きやすい格好及び運動靴。はだしや長靴はＮＧ。 

・水面下のマンホールや側溝に足がとられる危険があり、

杖や長い棒で前方の安全を確認しながら歩く。 
 

・一人で避難せず、周囲の人と声をかけ合い、 

お互いの体をロープなどで結びあって避難。 
 

②避難する前に浸水したり、激しい降雨時は無理して避難

施設に行かず、住居２階や近くの高い建物の上階に避難。

（歩行可能な水深の目安は大人で約５０ｃｍまで） 

 

～ご存知ですか！？防災用サイレン～ 
台風や大雨時の避難勧告・指示の発令やその他緊急事態に

防災用サイレンが鳴ります。 

（サイレンが聞こえたら以下のいずれかで防災情報を確認！） 

・ケーブルテレビのコミュニティチャンネル（１１ｃｈ） 

・市のホームページ 

・小中学校などに設置の防災用スピーカーの音声放送 

・電話０６－４８６５－９４０５ （２４時間自動応答） 

・市から配信するメール  

 （但し、事前におおさか防災ネットへの登録が必要） 

Ｑ．どの程度の地震が想定されているの？ 
上町断層帯地震では市内全域で震度６弱以上。 

東南海・南海地震では市内全域が震度５弱から震度６弱と想定。 
 

Ｑ．想定される被害は？ 
建物の倒壊、火災、液状化現象。 

豊中市の場合、津波の影響は極めて限定的。 
 

Ｑ．避難場所って決まっているの？ 
小中学校、公園、保育所・幼稚園、体育館など合計２５１か所が

避 難施設及 び一 時避難 地に指定され 、福祉 センタ ーなど    

計１３か所が福祉避難施設に指定されており、どこの施設に  

避難してもＯＫ。 

 

Ｑ．備蓄物資はどんな物がどれくらい必要なの？ 
水（１人１日３ℓ）・食料品各３日分、救急薬品、携帯ラジオ、

生活用品（下着、毛布、タオル、寝袋、軍手等）、懐中電灯。 
 

（参考）阪神・淡路大震災で役立ったもの 

地図、ポリタンク、笛、ビニールシート・新聞紙（防寒用）、 

携帯トイレ、使い捨てカイロ、紐、水のいらないシャンプー、

ごみ袋、１０円硬貨（公衆電話用） 

これらの情報は、豊中市発行の

「 わ が 家 の 防 災 マ ッ プ 」 に    

掲載されています。 

 

 


